
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

プ
ッ
シ
ュ
式
リ
モ
コ
ン

セ
ン
サ
ー
式
リ
モ
コ
ン

電
磁
弁

コントローラー
フック 取付ねじ

アンテナ
コード
カバー

コード
クランプ

コネクター 受信アンテナ

スト
レーナ

電磁弁

水

湯

説
明
書

コ
ー
ド
類

×2 ×2

×2

×3 ×5

電
池
ケ
ー
ス
（
単
１
）

フック

×2ダミー
ケース

施工説明書  ×4
取扱説明書  ×2

ACアダプター

※仕様により、寸法が異なる場合があります。
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リチウム電池
(CR2032)

リモコン 粘着シート

×2

粘着シート補助フィルム

×4
磁石

×2×2

取付板

リチウム電池
(CR2032)

リモコン 粘着シート

×2

粘着シート補助フィルム

×4
磁石

×2×2

取付板

●施工の前にこの説明書を必ずお読みのうえ、正しく施工してください。
●施工後、保証書に貴店名ならびにお取付け年月日をご記入のうえ、この説明書を
　お客様へお渡しください。
●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも読める所に必ず保管してください。

T-EK800-5X-00A3  BDC

ワイヤレススイッチセット

※上記の品番は、代表品番です。品番を確認する場合は、取扱説明書2 
　『保証とアフターサービス』を参照してください。

EK800-5X型・EK801-5X型・EK802-5X型・EK803-5X型

施工について 梱包明細 ※仕様により、デザインが異なる場合があります。

※仕様により、ACアダプターのデザ
　インが異なる場合があります。

本製品について 寸法図

※仕様により、ACアダプターの
　デザインが異なる場合があります。

施工説明書1
■　施工説明書１
□　施工説明書2
□　施工説明書3
□　施工説明書4

A
C
ア
ダ
プ
タ
ー

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型

A
C
ア
ダ
プ
タ
ー

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型

□　取扱説明書１
□　取扱説明書2



●ここに示した注意事項は、重大な結果（傷害・物損）に結び付くおそれがあります。
　安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●施工完了後、試験運転を行い異常がない事を確認すると共に、工事店様は説明書に
　沿ってお客様に使用方法、お手入れの仕方を説明してください。
●施工は、水道法、その他の関係する法規などに従って行ってください。

施工について 施工に関する安全上のご注意

用語および記号の説明

「禁止」

「風呂・シャワー室
での使用禁止」 「水ぬれ禁止」 「電源プラグを

コンセントから抜け」

「分解禁止」 「接触禁止」「指示を守る」　

注意 「取扱いを誤った場合に、軽傷または物損のおそれがあります。      」 ‥‥‥‥

警告 「取扱いを誤った場合に、死亡または重症を負うおそれがあります。     」 ‥‥‥‥

警告

本製品について 各部の名称

本製品は、日本国内のキッチン・洗面用です。それ以外の
条件下には設置しないでください。

湯水を出す際は、必ず手で適温であることを確かめてくだ
さい。
高温の湯が出て、やけどをするおそれがあります。 

絶対に分解したり、修理・改造は行わないでください。
火災や感電の原因になります。  

浴室など湿気の多い場所には設置しないでください。
故障や感電の原因になります。 

湯側電磁弁とその周辺に、直接肌を触れないでください。
給湯側のため高温になっており、やけどをするおそれがあります。

●湯水を逆に配管しないでください。
●あらかじめ、止水栓の湯側・水側を確認してください。
   湯側・水側を間違えて取付けると、水を出そうとしても、湯が出
   てやけどをするおそれがあります。
●コネクターを接続する際は、湯側・水側を間違えないよう
　に注意してください。
   湯側・水側を間違えて取付けると、湯が先に出てやけどをするお
　それがあります。

給湯温度は60℃より高温に設定しないでください。
60℃より高温でご使用になると、器具の寿命が短くなり、水栓が
破損し、水漏れのため家財などを濡らす財産損害発生のおそれが
あります。

この商品を構成する部品以外の取付けや、部品の取りはず
しなどの改造はしないでください。
故障や感電の原因になります。 また、商品の性能を損ない、やけど・
けがをしたり、水漏れにより家財などをぬらす財産損害発生のおそれ
があります。

高精度な制御や微弱な信号を取扱う電子機器や医療機器の
近くで作動させないでください。
自動制御機器やペースメーカー、その他医療機器に影響を与え、
事故の原因となるおそれがあります。ご使用の際は、医療機器等
と約15cm以上離してご利用いただくか、当該の医療機器メーカ
ーもしくは販売業者に電波による影響についてご確認ください。
なお、このリモコンは微弱電波無線機器に該当し、出力は
315MHz帯、500μV/m以下です。 

ストレーナの掃除をする際は、いきなり接続金具をゆるめず
に、止水栓を閉めてから行ってください。また、湯側電磁弁
が熱くないことを確認してください。
高温の湯が出て、やけどをしたり、水漏れにより家財などをぬら
す財産損害発生のおそれがあります。

湯を出した後は、しばらく水を流してから止水してください。
次に使用する際、水栓内に残っている高温の湯が出て、やけどを
するおそれがあります。 施工完了後、長期間使用しないときは、止水栓または配管

部の元栓を閉め、下記のことを行ってください。
●ACアダプター(別売)を抜く
●コントローラーの電池を取りはずす
誤作動や故障などによる予想しない事故や、電池の液漏れによる
けがや周囲を汚損する原因になります。

【ACアダプター仕様の場合】
雷が発生しているときは、ACアダプターに触らないでく
ださい。
感電の原因になります。

電磁弁やコントローラー・コード類・ACアダプターに水
や洗剤、汚水をかけないでください。
火災や感電の原因になります。 

【ACアダプター仕様の場合】
ガタついているコンセントは使用しないでください。
火災や感電の原因になります。 

【ACアダプター仕様の場合】
指定された電源(AC100V)以外で使用しないでください。 
火災の原因になります。

【ACアダプター仕様の場合】
コンセントや配線器具の定格を超える使い方は避けてくだ
さい。
火災の原因になります。

【ACアダプター仕様の場合】
電源コードの加工（切断・継ぎ足し）を行わないでくだ
さい。
火災や感電の原因になります。

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターをコンセントに差し込むときは、根元まで
十分差し込んでください。
火災や感電の原因になります。  

コード類およびACアダプターが破損するようなことを
しないでください。
【してはいけない例】
   ●傷つける　●加工する　●無理に曲げる　●ねじる
　●引っ張る　●重いものを載せる　●挟み込む　●加熱する　
傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。  

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターを濡れた手でさわらないでください。
感電の原因になります。

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターを抜くときは、必ずACアダプター本体を
持って抜いてください。
火災や感電の原因になります。

施工完了後は、水栓のハンドル（レバー）を閉めてください。
不意にリモコンが反応し、家財などを濡らす財産損害発生のおそ
れがあります。

リモコンをはずしたり、移動したりする際は、水栓のハン
ドル（レバー）を閉めてください。
不意にリモコンが反応し、家財などを濡らす財産損害発生のお
それがあります。

製品に強い力や衝撃を与えないでください。
【してはいけない例】
　●固いものをぶつける　　●重いものを載せる　
　●過度な体重をかける・もたれる
故障や漏水の原因になります。

屋外や凍結が予想される場所には設置しないでください。
部品が破損し、水漏れして家財などをぬらす財産損害発生のおそ
れがあります。凍結のおそれがある場合は、保温材を巻くなど、
周囲の温度が氷点下にならないようにしてください。
凍結による破損は、保証期間内でも有料修理となります。

新・旧および異なる種類の電池を混ぜて作動させないでく
ださい。
電池の破裂、液漏れにより、けがや周囲を汚損する原因になり
ます。

アルカリ乾電池
(単1・別売) ×4

アルカリ乾電池
（単3・別売） ×2

電池フタ

磁石貼付部

粘着シート貼付部

磁
石

磁
石

磁石貼付部

アルカリ乾電池
（単3・別売） ×4

※停電時等のバックアップ用。
   別途ご用意ください。
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電池ケース（単1）

電池ケース(単3)
6V 1A

SW CONNECTOR
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スイッチ

受信アンテナ
コード差込口ACアダプター

電源コード
差込口

コネクター
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正
面

ダミーケース
6V 1A

SW CONNECTOR

手動
スイッチ

受信アンテナ
コード差込口

ACアダプター
電源コード
差込口
(使用しません）

コネクター
コード差込口

正
面

正
面

電池フタ

ゲルシート
（本体貼りつけ済）

※電池は使用しません。

正
面

電池フタ

ゲルシート
（本体貼りつけ済）

リチウム電池
(CR2032)

リチウム電池
(CR2032)

アルカリ乾電池
（単3・別売） ×2
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注意

電池フタ

磁石貼付部

粘着シート貼付部

磁
石

磁
石

磁石貼付部

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型
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1  配管内の掃除

水栓金具内にゴミなどが混入すると止水不良や水栓の故障の原因となり、

この場合には有償修理となります。

配管内のシールテープくずやゴミをきれいに取除き、
必ず通水して配管内のゴミを完全に洗い流してください。

注　意

点検９

試運転 ・ ストレーナーの掃除８ 配管内の掃除１

６ コントローラー ・ 受信アンテナの取付け

電磁弁の取付け４コード類の接続5

２

施工について 施工手順

3  リモコンの登録（ペアリング）

②コントローラーに受信アンテナを付けます。　 

③コントローラーの手動スイッチを押した状態で、
　登録するリモコンを押します。コントローラー
　より、「ピッ」という音が鳴れば完了です。

※ リモコンにはIDコードが登録されています。
　 IDコードをコントローラーに登録しないと、
　 リモコンを使用することができません。
※ ①・②の動作をもう一度行うと解除されます。
※ リモコンは、最大４台まで設置可能です。  

※リモコン登録のための手順です。操作しやすい場所で行ってください。   

2  コントローラーと電池ケース（単１）の接続

電池ケース（単３）は、本製品の標準
仕様では使いませんが、ACアダプター
（別売）を使用する際に必要となり
ますので、お客様に保管いただ
きますようご案内く
ださい。
（電池ケース（単３）
　単品での販売は
   行っておりません。）電池ケース（単３）

ツマミねじ

ダミーケース

②コントローラー下部のツマミねじを緩め、
　電池ケース（単３）を抜き出し、電池ボックス
　に付属のダミーケースをコントローラーの奥
　までしっかりと差し込みます。

③ツマミねじで固定します。
電池ケース（単３）保管のお願い

ACアダプター（別売）
を使用する際に必要

※電池ケース（単３）
　は使用しません。

①コントローラーと電池ケース
　（単１）を準備します。

ツマミ
ねじ

ダミーケース

電池ケース（単1） コントローラー

ダミーケース

4  電磁弁の取付け
①湯側・水側止水栓※に、電磁弁・ストレーナを取付けます。 ②コネクターの湯側・水側コネクター端子を、電磁弁の湯側・水側コネクター

   端子にそれぞれ接続します。

③電磁弁に水栓を取付けます。
　 ※取付方法については、水栓の施工説明書をご覧ください。  

● あらかじめ、止水栓の
　 湯側・ 水側を確認して
    ください。 

● 食器洗浄機などで連続給
    水が必要な場合は、 給水
    管を電磁弁の前(上流側)
　 から分岐してください。

電磁弁

湯側
止水栓 

水

ストレーナ 

注 意

向きに
注意

水側
止水栓 

止水栓以外の
金具を接続する
場合があります。

電磁弁

● コネクターを接続する際は、
    湯側・水側を 間違えない
    ように注意してください。
        
   湯側・水側を間違えて取付け
   ると、湯が先に出てやけどを
   するおそれがあります。

●コネクター端子は、「カチッ」
   と音がするまで確実に差し込ん
   でください。    

水
湯

湯
水

コネクター

湯側ラベル 
(赤白コード)

水側ラベル 
(緑白コード)

コネクター端子

（電磁弁側）

締める

接続金具

湯

★

★

食器洗浄機などで連続給水が必要な
場合は、電磁弁の前(上流側)から
分岐してください。
センサー操作および自動閉止により、
断水するおそれがあります。 

施工中は、水栓の給水
・給湯ホースが折れ曲
がらないよう注意して
ください。  

●ストレーナの向きに注意
　してください。

①リモコン登録のため、電源を確保します。　　 

電池ケース（単１）に電池を入れます。ACアダプターをつなぎます。

５『コード類の接続』

５ 『コード類の接続』
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リモコンの設置7

リモコンの登録3

リモコンの設置7

リモコンの登録3

リモコンの設置7

リモコンの登録3
リモコンの設置7

リモコンの登録3

コントローラーと
電池ケース（単１）の接続

２

■ＡＣアダプター仕様 ■乾電池仕様

コード類の接続
（ACアダプターの接続）

5

■プッシュ式リモコン仕様 ■プッシュ式リモコン仕様 ■センサー式リモコン仕様■センサー式リモコン仕様

配管についてのご注意

●取付け後の保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。
●食器洗浄機などで連続給水が必要な場合は、給水管を電磁弁の前(上流側)から
　分岐してください。
   リモコン操作によって、断水されるおそれがあります。
●水栓の給水・給湯ホースは、折れ曲がらないよう注意してください。
　給水・給湯取出位置が高いと、場合によっては取付けできなくなるおそれがあり
   ます。

●梱包前に通水検査をしていますので、商品内に水が残っている可能性がありま
　すが、商品には問題ありません。  
●給水は、上水道に接続してください。
●施工の際は製品に傷をつけないようご注意ください。        

その他のご注意

■乾電池仕様

●給水・給湯圧力が0.75MPaを超える場合は、市販の減圧弁などで0.2～0.3MPa
   程度に減圧してください。
●止水時の水撃音が大きい場合は、止水栓で流量を調節してください。
　それでも直らない場合は、水撃低減器（SANEI品番：T1670-13）を取付けて
　ください。
●給水圧力は給湯圧力より必ず高くするか、同圧になるようにしてください。
●給湯圧力は必ず0.05MPa以上にしてください。

●給湯機からの給湯管は抵抗を少なくするために最短距離で配管し、配管には必ず
　保温材を巻いてください。
●誤操作などによるやけど防止のため、42～60℃給湯をおすすめします。
●給湯に蒸気を使用しないでください。

給湯についてのご注意

給水・給湯圧力についてのご注意

■給水・給湯圧力：
　　最低必要水圧(流動時)：0.05MPa
　　最高使用水圧(静止時)：0.75MPa

■使用最高温度：60℃
■使用可能水質：水道水及び飲用可能な井戸水
■用途：一般住宅用(屋内用) 

●リモコンや受信アンテナの設置場所によっては、電波を受信しにくいことが
　ありますので、固定前に動作を確認してから取付けてください。
　
    電波を受信しにくい場合は、受信アンテナを外に出すか、受信アンテナまたは
    リモコンの取付位置を変えてみてください。  

●次のような場合は、誤動作や動作しない原因となります。
　・カウンターが電波を阻害する材質である場合。
　・インバーターや電波を用いた他の機器が近くにある場合。
   ・テレビ、ラジオの送信所や各種無線局が近くにある場合。
   ・リモコンと受信アンテナの間に、金属など電波を通しにくい障害物がある場合。
   ・周辺が金属で囲まれるような場所に置いた場合。
　・食器洗浄機などの機器が近くにある場合。

●コントローラーは、電池交換ができるように、床面から離して取付けてください。

設置場所についてのご注意

※ＡＣアダプター仕様　→　 2 ヘ

※乾電池仕様　　　　 →　 ３ ヘ

注 意

BDC

水

湯

配管内の掃除１

6 コントローラー ・ 受信アンテナの取付け

施工中は、水栓の給水
・給湯ホースが折れ曲
がらないよう注意して
ください。  

食器洗浄機などで連続給水が必要な
場合は、電磁弁の前(上流側)から
分岐してください。
センサー操作および自動閉止により、
断水するおそれがあります。 

電磁弁の取付け4

コード類の接続5

点検9

試運転 ・ ストレーナーの掃除8

施工について 適切な使用条件

施工説明書2
□　施工説明書１
■　施工説明書2
□　施工説明書3
□　施工説明書4

　湯側・水側を間違えて取付
   けると、水を出そうとして
   も、湯が出てやけどをする
   おそれがあります。

リモコン操作によって、断
水されるおそれがあります。

参照：施説2 参照：取説2
　『電池ケース（単1）の電池交換』

参照：施説2

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型

■ＡＣアダプター仕様

EK802-5X型 EK803-5X型

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型

□　取扱説明書１
□　取扱説明書2

■ＡＣアダプター仕様

■ＡＣアダプター仕様



④コードクランプ・アンテナカバーを使って、コード類をキャビネットの内壁に固定してください。

●コード類を固定する際は、できる
   だけキャビネットの内壁に添わせ、
   扉や引き出しなどに挟まらない
   ように注意してください。
　コード類が浮いていると、扉や引き出し
    の開閉時にコードが挟まり、コードの
    断線や故障の原因となります。
　 
●コードクランプ ・ アンテナコード
   カバーを貼付けるときは、貼付面の
   汚れをきれいに拭き取ってください。
    汚れたまま貼付けると、取付面の強
    度が落ち、落下の原因になります。

●コードクランプ・アンテナコード
   カバーは、何度も取りはずさないで
   ください。
　取付面の強度が落ち、落下の原因に
   なります。

電源コードを伝わってケース、
コンセントなどに水が入らない
ようにケース付近で床に接触

電源コード

●電源コードを伝ってケースや
　コンセントなどに水が入らない
　よう、ケース付近で必ず床に触
　れるようにしてください。

●コネクター端子は結露した水で
   濡れないように、電磁弁よりも
   高い位置になるようにコードを
   固定してください。

● コード類は通水部や
　高温部（湯側電磁弁）
　に触れないように
　固定してください。

コント
ローラー 

①コントローラーをフック(2個)または
　取付ねじ(2本)で、キャビネットの内壁
　(横の面、もしくは奥の面)に取付けます。

②受信アンテナを、リモコン取付位置
　から1m以内に取付けてください。

取付ねじ 

フック
受信
アンテナ

はくり紙

取 付 例 

はくり紙

50m
m

（キャビネットの内壁)・扉や引き出し
   など可動部
・物や身体が頻繁
   に触れるような
   箇所

取付けては
いけない箇所

注 意

コントローラーは、
ダミーボックスが
外せるように、床
面から離して取付
けてください。

キャビネット内壁

③電池ボックスを、下記のいずれか
　の方法で電池交換しやすい場所に
　設置します。
・キャビネットの内壁に立てかける。
・キャビネットの床面に置く。
・フック（２個）で取付ける。

立てかける 床面に置く

アンテナコードカバー

コード
クランプ

はくり紙

（キャビネットの内壁)

コード
クランプ

※イラストは乾電池仕様

5  コード類の接続

コント
ローラー 

①コントローラーをフック(2個)または
　取付ねじ(2本)で、キャビネットの内壁
　(横の面、もしくは奥の面)に取付けます。

②受信アンテナを、リモコン取付位置
　から1m以内に取付けてください。

取付ねじ 

フック

受信
アンテナ

はくり紙

取 付 例 

リモコンより
1m以内

リモコンの取付位置について
は、お客様とご相談ください。

はくり紙

50m
m

（キャビネットの内壁)

・扉や引き出し
   など可動部
・物や身体が頻繁
   に触れるような
   箇所

取付けては
いけない箇所

キャビネット内壁

注 意
●コントローラーは、電磁弁よりも高い位置に取付けてください。
　結露した水や漏水した水が、コードを伝ってコントローラーが濡れるおそれがあります。

●次のような場合は、誤動作や動作しない原因となります。
   ・ カウンターが電波を阻害する材質である場合。
　・ インバーターや電波を用いた他の機器が近くにある場合。
   ・ テレビ、ラジオの送信所や各種無線局が近くにある場合。
   ・ リモコンと受信アンテナの間に、金属など電波を通しにくい障害物がある場合。
   ・ 周辺が金属で囲まれるような場所に置いた場合。
　・ 食器洗浄機などの機器が近くにある場合。
●コントローラーは、上下逆向きや横向きに取付けないでください。
●受信アンテナは、金属面に取付けたり、鍋やアルミ箔などの金属で覆わないでください。
   電波の受信ができず、動作しない原因となります。
●受信アンテナは、扉や引き出しなど開閉する際に動く箇所や、物や身体が頻繁に触れるような箇所には取付けないでください。
   コードの断線や故障の原因となります。
●フック ・ 受信アンテナを貼付けるときは、貼付面の汚れをきれいに拭き取ってください。
　また、何度も取りはずさないでください。
    取付面の強度が落ち、落下の原因になります。

■ＡＣアダプター仕様

はくり紙

■乾電池仕様

コントローラー下面 

電池ケース
6V 1A

SW CONNECTOR

受信アンテナ
コード差込口ACアダプター

電源コード
差込口

手動
スイッチ

手動スイッチは「リモコンのID
増設・削除」・「吐水・止水」を
手動で切替えることが可能です。
吐水後に操作しなかった場合、
およそ5分後に自動で止水します。
通水確認時に使用してください。

手動スイッチ
コネクター
コード差込口

正

③コンセントにACアダプターを根元まで
　確実に差し込んでください。

②コネクター、受信アンテナ、ACアダプター
　のコードを、それぞれコントローラー下面
　の差込口に確実に差し込みます。  

①コントローラーに電池を入れてください。

ACアダプター
電源コード

コネクター
コード

受信アンテナ
コード

ACアダプター

根元まで

　コネクター、受信アンテナのコードを、
   それぞれコントローラー下面の差込口
   に確実に差し込みます。  

コネクター
コード

受信アンテナ
コード

6  コントローラー ・電池ボックス・ 受信アンテナの取付け

■ＡＣアダプター仕様 ■乾電池仕様

結露した水で濡れない
ように、電磁弁よりも
高い位置に固定

コネクター端子

注 意

コントローラー下面 

電池ケース
6V 1A

SW CONNECTOR

受信アンテナ
コード差込口ACアダプター

電源コード
差込口

手動
スイッチ

コネクター
コード差込口

正 手動スイッチは「リモコンのID
増設・削除」・「吐水・止水」を
手動で切替えることが可能です。
吐水後に操作しなかった場合、
およそ5分後に自動で止水します。
通水確認時に使用してください。

手動スイッチ

リモコンより
1m以内

リモコンの取付位置について
は、お客様とご相談ください。

電源コードを伝わってコンセントに水がかからない
ようにコンセント付近で床に接触

電源コード

■乾電池仕様

■ACアダプター仕様

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型



7  リモコンの設置

(EK800-5X型・EK802-5X型 )

傷つきやすい金属面には取付けな
いでください。

禁止 取付面を傷つける原因になります。

リモコンを磁石で取付けたまま、
ずらさないでください。

禁止 取付面を傷つける原因になります。

磁石は、一度貼付けるとはずすこ
とができません。
リモコンを取付ける際は、磁石・
粘着シートのどちらで取付けるの
が適切か、慎重にご判断ください。
磁石を貼付けた場合は、粘着シートを使用
することができなくなります。

必ず実行

リモコンを磁石で取付ける場合の注意事項 リモコンを粘着シートで取付ける場合の注意事項

磁石は貼付けないでください。
磁石を貼付けた場合は、粘着シートを
使用することができなくなります。禁止

表面材質の弱い場所にリモコンを
取付けないでください。
塗装面や壁紙・化粧紙仕上げ・その他
表面処理や材質によっては、リモコン
取りはずし時に塗装や表面材がはがれ
たり、変色・劣化するおそれがあります。

禁止

粘着シート補助フィルムは、はがさ
ないでください。
貼付け場所の表面処理や材質によって
は、塗装や表面材がはがれる原因にな
ります。

禁止

リモコンは何度も取りはずさない
でください。
粘着シートの強度が落ち、落下の原因に
なります。禁止

リモコンを床上に取付ける時は、
つまずかないような場所に取付け
てください。
転倒などにより、けがをするおそれが
あります。

必ず実行

粘着シート補助フィルムを貼付ける
ときは、貼付け面の汚れをきれいに
拭き取ってください。
汚れたまま貼付けると、粘着シート補助
フィルムの強度が落ち、落下の原因に
なります。

必ず実行

塩ビ材質の場所にリモコンを取付ける
ときは、必ず粘着シート補助フィルム
を下に貼ってください。
リモコン取付部が変色、劣化する原因に
なります。

必ず実行

リモコンを取りはずす際は、扉や床の
表面を保護するために、リモコンを
ゆっくりはがしてください。
強い力で急にはがすと、リモコン取付部
を傷つけたり、塗装や表面材がはがれる
原因になります。

必ず実行

注 意

●リモコンは落下しないように、
　必ず固定してご使用ください。
　落下させると、リモコンが破損す
　る原因になります。 
●設置場所によって電波を受信しにく
　いことがありますので、固定前に動
   作を確認してから取付けてください。
　電波を受信しにくい場合は、受信アン
　テナを外に出すか、受信アンテナまた
　はリモコンの取付位置を変えてみてく
　ださい。  

●リモコンは受信アンテナから1m以内の
　範囲に設置してください。

●次のような場合は、誤動作や動作しない
　原因となります。
   ・カウンターが電波を阻害する材質である場合。
　・インバーターや電波を用いた他の機器が近くにある場合。
   ・テレビ、ラジオの送信所や各種無線局が近くにある場合。
   ・リモコンと受信アンテナの間に、金属など電波
   　を通しにくい障害物がある場合。
   ・周辺が金属で囲まれるような場所に置いた場合。
　・食器洗浄機などの機器が近くにある場合。

●リモコンは、鍋やアルミ箔などの金属で
   覆わないでください。電波の受信ができず、
　動作しない原因になります。

●足元温風機と併設する場合は、温風が直
   接リモコンに当たらないように横にずら
   して取付けてください。

①リモコンに電池を入れます。※ 参照：取扱説明書１『リモコンの電池交換』

リモコン 
②磁石(2個)のはくり紙をはがし、リモ
   コン裏面の外側の溝(深い方の溝)に貼
   付けます。

※ 床には取付けないでください。
    取付面を傷つける原因になります。

③リモコン取付位置に、リモコンを取
   付けます。

裏面

深い方
の溝

磁石

④

72mm

リモコン 

下記「取付板
・粘着シート
補助フィルム
貼付位置」参照

取付板

磁石は、一度貼付けるとはずすことが
できません。リモコンを取付ける際は、
磁石 ・ 粘着シートのどちらで取付ける
のが適切か、慎重にご判断ください。

※ 取付板を貼付けるときは、貼付け面の
    汚れをきれいに拭き取ってください。
※ 取付板の間は、72mm空けてください。
　 （下記「取付板・粘着シート補助フィルム
      貼付位置」参照）
※ 取付板を貼付ける際は、リモコン取付位
    置を確認しながら、ズレのないように慎
    重に貼付けてください。
※ 残った取付板は、お客様にお渡し頂き、
    なくさないように保管する旨をお伝えく
    ださい。

【磁石＋取付板で取り付ける場合】
④取付板(2枚)のはくり紙をはがし、リモ
   コン取付位置に貼付けます。

※ 粘着シート補助フィルムを貼付
    けるときは、貼付け面の汚れを
    きれいに拭き取ってください。
※ 粘着シート補助フィルムの間は、
    72mm空けてください。
　 （下記「取付板・粘着シート補助
     フィルム貼付位置」参照）
※ 粘着シート補助フィルムを貼付
    ける際は、リモコン取付位置を
    確認しながら、ズレのないよう
    に慎重に貼付けてください。
※ 残った粘着シート補助フィルム
    は、お客様にお渡し頂き、なくさ
    ないように保管する旨をお伝え
    ください。

③粘着シート補助フィルム(2枚)の
   はくり紙をはがし、リモコン取付
   位置に貼付けます。

※ 粘着シート補助フィルムの上に
    貼付けると、リモコンをしっかり
    固定できます。
※ 粘着シートが、粘着シート補助
        フィルムからはみ出さないよう
    に貼付けてください。

④リモコン裏面の粘着シートのは
   くり紙をはがし、粘着シート補助
   フィルムの上に貼付けます。       

②粘着シート(2枚)の片面のはくり
   紙をはがし、リモコン裏面の内側
   の溝（浅い方の溝）の範囲内に
   貼付けます。

※ 粘着シートは、溝からはみ出さ
    ないように貼付けてください。

②

③

④

裏面

裏面

72mm

リモコン 

粘着シート
補助フィルム

浅い方
の溝

粘着シート

　下記の表を参考に、取付方法を選択してください。

磁石（+取付版）で取付ける場合 粘着シートで取付ける場合

下記「取付板
・粘着シート
補助フィルム
貼付位置」参照

取付板・粘着シート補助フィルムをグレーの位置にそろえて貼付けてください。
取付板・粘着シート補助フィルム貼付位置

72mm

取付方法 取付ける場所 備考

粘着シート 磁石が使用できない場所 電池交換時、粘着シートを貼りかえる必要があります。
貼替時の粘着シートはお客様でご準備ください。

磁石＋取付板 磁石で取付できない場所
傷がつきやすい場所 取付面が傷つきやすい場合におすすめです。

磁石 磁石で取付できる場所 取付面が傷つきにくい場所におすすめです。

リモコンの取付位置については、お客様とご相談ください。

温風

足元温風機

カウンター上：手や腕で操作できます。

扉面：ひざで操作できます。

けこみ板：足で操作できます。

床上：足で操作できます。

取 

付 

例 

■プッシュ式リモコン仕様

BDC

施工説明書3
□　施工説明書１
□　施工説明書2
■　施工説明書3
□　施工説明書4

下記の注意をよく読んでから、リモコンを設置してください。

□　取扱説明書１
□　取扱説明書2



注 意

●リモコンは落下しないように、
　必ず固定してご使用ください。
　落下させると、リモコンが破損す
　る原因になります。 
●設置場所によって電波を受信しにく
　いことがありますので、固定前に動
   作を確認してから取付けてください。
　電波を受信しにくい場合は、受信アン
　テナを外に出すか、受信アンテナまた
　はリモコンの取付位置を変えてみてく
　ださい。  

●リモコンは受信アンテナから1m以内の
　範囲に設置してください。

●次のような場合は、誤動作や動作しない
　原因となります。
   ・カウンターが電波を阻害する材質である場合。
　・インバーターや電波を用いた他の機器が近くにある場合。
   ・テレビ、ラジオの送信所や各種無線局が近くにある場合。
   ・リモコンと受信アンテナの間に、金属など電波
   　を通しにくい障害物がある場合。
   ・周辺が金属で囲まれるような場所に置いた場合。
　・食器洗浄機などの機器が近くにある場合。

●リモコンは、鍋やアルミ箔などの金属で
   覆わないでください。電波の受信ができず、
　動作しない原因になります。

●足元温風機と併設する場合は、温風が直
   接リモコンに当たらないように横にずら
   して取付けてください。

(EK801-5X型・EK803-5X型 )

リモコンは何度も取りはずさないでください。
ゲルシートの強度が落ちます。

リモコンを取り外す際は、表面を保護するために、リモコンをゆっくり
はがしてください。
強い力で急にはがすと、リモコン取付部を傷つけたり、塗装や表面材がはが
れる原因になります。

リモコンを貼付けるときは、貼付け面の汚れをきれいに拭き取ってください。
汚れたまま貼付けると、ゲルシートの粘着度が落ち、落下の原因になります。

リモコンの取付けに関する注意事項

【センサー式リモコンの場合】
直射日光の当たる場所で使用しないでください。
誤作動の原因になります。

金属製

【センサー式リモコンの場合】
●リモコン検知窓の上を覆わないでください。
誤作動の原因となります。
●リモコン検知窓付近に障害物を置かないで
   ください。
誤作動の原因となります。特に、金属製のもの
(コップ、スプーン、皿、ボウルなど)を置いた場
合は、感知距離範囲外であっても誤作動を引き
起こすおそれがありますので、ご注意ください。

【センサー式リモコンの場合】
リモコンの検知窓の汚れは拭き取ってください。
汚れたまま使用すると、誤作動の原因となり、家財
などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。
検知窓を掃除する際はレバーを閉めてください。

リモコンは床上など、危険が想定される場所に取付けないでください。
転倒などによるけがや、使用時以外にセンサーが反応し、家財などを
濡らし財産損害発生のおそれがあります。

リモコンは壁面や、しっかり固定できない場所には取付けないでください。
落下の原因になります。

表面材質の弱い場所にリモコンを取付けないでください。
塗装面や壁紙・化粧紙仕上げ・その他表面処理や材質によっては、リモコンを
取り外す際に塗装や表面材がはがれたり、変色・劣化するおそれがあります。 

取 

付 

位 

置

水栓本体の横など手をかざし
やすい位置に設置してくださ
い。
壁面などは落下により破損の
原因となりますのでおやめく
ださい。

①リモコンに電池を入れます。
　参照：取説１『リモコンの電池交換』

②リモコン裏面のゲルシートのはくり紙をはがし貼付けます。

②

リモコン

ゲルシート

裏面

●ゲルシートは水分が付くと粘着が弱まる性質があります。
   粘着が弱いと感じたら、十分に乾燥させてから貼り付け
   てください。

●貼って剥がせる特性上、壁面・垂直面には貼り付けない
   でください。

●剥がす際は、ゆっくりと剥がしてください。
　強く引っ張ると接地面の塗装などが剥がれてしまう場合
   があります。

●長期間ご使用されると剥がれにくくなる場合があります。
   剥がしにくい場合は、薄いプラスチックのカードなどに
   水をつけ、ゲルシートと接地面の間に差し込んでくださ
   い。再度貼り付ける際は十分に乾燥させてから貼り付け
   てください。

ゲルシートについて

8  試運転・ストレーナーの掃除

1.  試運転 

2.  ストレーナの掃除 ストレーナが詰まると流量が少なくなったり、十分な機能が発揮されなく
なります。お客様にも定期的に掃除していただくようにご説明願います。    

※ 水側・湯側ともに給水・
    給湯されているか確認
    してください。 

接続金具 

ゆるめる
場合

②水栓のハンドル（レバー）を開け、通水状態にします。
　こうすることで、水栓内部の　圧力を抜きます。

ハブラシなど

水受（別売） 

締める
場合

向きに注意

ストレーナ

※ シングルレバー混合栓の場合は、
　 ハンドル（レバー）を湯 ・ 水の
    中央位置で開閉してください。

②水栓のハンドル（レバー）を開けてください。  

③リモコン操作で、その都度吐水・止水が切替わります。

※ ハンドル(レバー)
　で、あらかじめ
　流量と温度を
　調節しておい
　てください。

吐水
  水が出ます。

止水 
  水が止まります。

③ハンドル（レバー）を閉じます。

①湯側・水側の止水栓を閉めます。  

④電磁弁下部の取付金具をゆるめます。  

⑧止水栓を調節しながら開けます。  

⑥ストレーナに詰まったごみや汚れを、ハブラシなどで取除きます。   

※ 作業の際は、止水栓の下に水受（別売）を設置してください。
※ ストレーナは、湯側・水側の2カ所あります。
※ 湯側のストレーナをはずす際は、高温の湯が出る場合がありますのでご注意ください。    

⑤電磁弁を上にずらし、ストレーナを取出します。

⑦ストレーナを取付け、接続金具を締めます。

※ ストレーナの向きに注意してください。   

①湯側・水側の止水栓を開けます。  

通水状態

水

湯

水

湯

かざす押す

水

湯

水

湯

リモコンの取付位置については、お客様とご相談
ください。

■センサー式リモコン仕様

⑤

下記の注意をよく読んでから、リモコンを設置してください。

【センサー式リモコンの場合】
リモコン正面の壁に鏡などの反射物を設置しないで
ください。
誤作動の原因になります。

リモコンに直接水をかけないでください。
誤作動や故障の原因になります。水が浸入して
漏水し、家財などを濡らす財産損害発生のおそ
れがあります。



流量調節・温度調節が
うまくできない。

以上の点検を行っても正常に作動しない場合は、施工説明書4『故障？その前に』をご確認ください。

施工完了後、各部を点検してください。

9  点検

水

湯

※イラストは乾電池仕様

ストレーナのゴミ詰まりはありませんか。 ストレーナの掃除をする。
　参照：取説1『ストレーナの掃除』

リモコンにかざしても
止水できない。

電磁弁が強制開放されている状態になって
いませんか。

電磁弁の栓棒を元に戻します。
　参照：施説4『こんなときは』の表❸

吐水・止水時に弁鳴り
（チャタリング )する。 電磁弁にエアーが入っていませんか。

電磁弁の栓棒からエアーを抜く。
　参照：施説4『こんなときは』の表❷

止水栓は調節されていますか。 止水栓で流量を調節する。
点検項目 処置

コード類の点検

電磁弁

キャビネット内
扉や引き出し、収納物など
がコード類や各部品を圧迫
していませんか。

コード類や各部品を圧迫しない
ようにする。
　参照：施説2❻④
　

水漏れはないですか。 電磁弁を取付け直す。
　参照：施説2❹

水側・湯側は正しく接続さ
れていますか。

正しく接続する。
　参照：施説2❹

水側・湯側止水栓は開いて
いますか。

水側・湯側止水栓を開く。
　参照：取説1『ご使用前の確認』

給水・給湯ホース 極端に折れ曲がっていま
せんか。

適切な曲げRに修正する。
　参照：水栓の施工説明書

点検箇所 点検項目 処置

各点検項目

よくある現象とその点検項目・処置

湯側電磁弁やその周辺に、
コード類が触れていません
か。

湯側電磁弁やその周辺に、コード
類が触れないようにする。
　参照：施説2❻④

コード類やACアダプター
は、確実に接続されていま
すか。

コード類やACアダプターを
確実に接続する。
　参照：施説2❺

※取説→取扱説明書、施説→施工説明書

※取説→取扱説明書、施説→施工説明書

こんなときは

◆電池が切れた状態で使いたいときは？

●緊急措置として使用する場合は電磁弁を強制開放して
   ください。                                             参照：右記の表 1

◆吐水・止水時に弁鳴り(チャタリング)したら？

◆電磁弁の強制開放を解除したい場合は?

●電磁弁からエアーを抜いてください。　 　  参照：右記の表 2

●電磁弁の強制開放を解除してください。 　  参照：右記の表 3

●電磁弁の栓棒を回し、電磁弁を強制開放します。

●電磁弁を強制的に開閉してエアーを抜きます。

① 栓棒を時計回りに当たりまで回
    して強制開放します。

① 栓棒を時計回りに当たりまで回して強制開放し、30秒
    程度連続吐水させます。
② 電磁弁の栓棒を反時計回りに当たりまで回します。
③ 手順①～②を3回繰り返します。
④ ご使用の水栓で吐止水させて、吐水の乱れや弁鳴り(チャタ
    リング)がないことを確認できたら完了です。

② ご使用の水栓のレバー操作等で吐
    止水を行ってください。

③ 停電から復旧しましたら栓棒を反
    時計回りに当たりまで回してくだ
    さい。

栓棒を時計回りに回して、電磁弁を強制的に“開”の状態に
すると、通常の水栓としてご使用いただけます。      

2

１

※ 栓棒は、当たりまで回して
ください。

※ この措置は、あくまで停電時・故障時の緊急用として
    行ってください。　   

この状態での長期使用は機器の寿命を縮める原因になります
ので、ただちに電池交換を行っていただくことで通常使用に
戻ってください。

反時計回り

時計回り

栓棒
電磁弁

の図を参考に、下記操作を行ってください。1

この状態での長期使用は機器の寿命を縮める原因になりますので、
ただちに電池交換を行って通常使用に戻ってください。

※ 停電すると、コントローラーはACアダプターでの駆動から電池駆動に
　 切替わります。停電が復旧すると、ACアダプターでの駆動に戻ります。

※ コントローラーの電池が切れている場合は、手動スイッチを押しても
    作動しません。

●本製品は、停電時等でもバックアップ電池により作動可能としています
   が、停電時にバックアップ電池が消耗して使用できない場合は、緊急
  措置として、電磁弁を強制開放してください。 1

コントローラーの電池（バックアップ用）
が切れかかると、止水後にコントローラー
からブザーが３回鳴り、LEDランプ（赤）が
点滅します。
この場合、早めに電池を交換してください。

ご使用の際は、ACアダプターで
ご使用ください。
バックアップ電池のみでのご使用
はお控えください。

注 意

　　ピーッ
　ピーッ
ピーッ

止水後

LEDランプ (赤)

点滅

参照：右記の表

●この場合、コントローラーの電池（バックアップ用）を交換してください

参照：取説２『コントローラーの電池交換（バックアップ用）

◆停電したら？（ACアダプター仕様の場合）

3
※ 停電時に電力供給が遮断され、かつバックアップ電池で
　 の作動ができない状態に陥った場合を想定し、緊急措置
    として水を出せる状態にするものです。　   

の図を参考に、電磁弁の栓棒を反時計回りに当たり
まで回して強制開放を解除してください。

1

カウンター下に止水栓がある場合、
ハンドルを回して水を止めてください。

マイナス
ドライバー

水

湯

水

湯

湯側
止水栓 

水側
止水栓 

こんなときは 漏水した場合の処置
漏水した場合は、止水栓または配管中の元栓を閉めてください。

元栓の閉め方
元栓ボックス（メーターボックス）のふたを開け、元栓を右に回して閉めます。
※元栓を閉める前に給湯機や洗濯機などの使用は止めてください。
※閉栓後は近くの水栓などで給水が止まっていることを確認してください。
※一部の地域では左回しの場合があります。
※元栓がどこにあるかわからない場合は、水道局にお問い合わせください。

●キー式■ 戸建て住宅などの元栓ボックス ：
　  主に玄関やガレージ付近の地面
     にあります。
　  古い戸建て住宅の場合は道路に
     円形のキー式ボックスがあったり
     します。

■ マンションなどの中高層住宅の元栓ボックス ：
　  主に玄関を出た階段の踊り場に鉄の扉があり、電気やガスの
　  メーターと共に水道メーターと元栓があります。お隣と共通
     のボックス内で元栓の場所がわからない場合は、水道料金の
     検針票などでご自分の水道メーター番号を確認してください。

●ハンドル式

水道メーター（量水器）

水道メーター（量水器）
止水栓キー

止水栓の閉め方

BDC

施工説明書4
□　施工説明書１
□　施工説明書2
□　施工説明書3
■　施工説明書4

コネクター端子が電磁弁よ
りも高い位置になるように
固定されていますか。

コネクター端子を電磁弁よりも
高い位置になるように固定する。
　参照：施説2❻④

□　取扱説明書１
□　取扱説明書2



その他 本製品の構造
コントローラー
フック
取付ねじ
電池ケース（単３）

アンテナコードカバー
コードクランプ

コネクター
受信アンテナ

電池ケース（単１）

電磁弁

リモコン

ねじ
電池フタ

1.
2.
3.
4.

6.
5.

9.
8.
7.

ストレーナ

ACアダプター

10.
11.

13.
12.

14.
15.

水

湯

10

9

リモコンまたは電池
ケース（単１）の電池が
切れていませんか。  

リモコンの電池を交換する。
参照：取説１『リモコンの電池交換』 
電池ケース（単１）の電池を交換する。
参照：取説２『電池ケース（単１）の
　　　　　　　電池交換』 

現象 点検項目 処置こんなときは 故障？ その前に

●修理をご依頼される前に、次の表に従って点検してください。
●下記の点検を実施されても、不具合がなくならない場合はお手数ですが
　お買上げの販売店（工事店）に修理をご依頼ください。

流量が
少ない

高温しか
でない 止水栓で流量を調節する。 止水栓は十分に開いて

いますか。 

止水栓で流量を調節する。 水側の止水栓は十分に
開いていますか。 

給湯機から十分な湯がき
ていますか。 給湯機の給湯温度・作動を確認する。  

水が
止まらない

リモコンと受信アンテナ
の間に鍋や組み込み型食
器洗浄機など金属製の障
害物がありませんか。   

障害物を取除く。
障害物を取除けない場合はリモコン
または受信アンテナを移動する。    

電波やインバーターを
用いた他の機器が近く
にありませんか。  

該当する機器を遠ざける。  

ストレーナのゴミづま
りはありませんか。  

ストレーナの掃除をする。
参照：取説１『ストレーナの掃除』 

金属面にリモコンや受信
アンテナを取付けていま
せんか。  

金属面以外の場所に取付ける。  

センサー検知窓に水滴、
汚れ、泡、洗剤が付いて
いませんか。

柔らかい布でふきとる。
参照：取説１『汚れの拭き取り』

直射日光の当たる場所で
使用していませんか。

日当たりのよい場所での使用は避け
てください。

1

4

6

6

6

6

6

5

5

5

10

9

リモコン
リチウム電池

ねじ
電池フタ

17.
18.
19.

磁石20.
取付板21.
粘着シート補助フィルム22.
粘着シート23.

16.

止水栓を開く。 止水栓は開いていますか。 

水が出ない

ストレーナのゴミづまり
はありませんか。  

ストレーナの掃除をする。
参照：取説１『ストレーナの掃除』 

電池ケース（単１）に
電池は入っていますか。

電池を入れる。
参照：取説２『電池ケース(単1)の電池交換」 

電池を入れる。
参照：取説1『リモコンの電池交換」 

リモコンに電池は入って
いますか。 

水栓のハンドル(レバー)
は開いていますか。 水栓のハンドル(レバー)を開ける。

現象 点検項目 処置

直射日光の当たる場所で
使用していませんか。

日当たりのよい場所での使用は避
けてください。

電池ケース（単１）の電
池の向きは正しいですか。

電池を正しい向きで入れ直す。
参照：取説２『電池ケース(単1)の電池交換」  

【ACアダプター仕様の場合】
停電中ではありませんか。  

(コントローラーの電池が切れている場合)
電池を交換する。
参照：取説2『コントローラーの電池
　　　  　　　交換（バックアップ用)』

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターはコンセ
ントに差し込まれていま
すか。   

ACアダプターを差し込む。 
参照：取説１『ご使用前の確認』 
電磁弁を強制的に開放する。
参照：施説4『こんなときは』の表 1

【ACアダプター仕様の場合】
停電中ではありませんか。  

電磁弁の強制開放を解除する。
参照：施説4『こんなときは』の表 3
(コントローラーの電池が切れている場合)
電池を交換する。
参照：取説2『コントローラーの電池
　　　  　　　交換（バックアップ用)』

電磁弁が強制解放された
状態になっていませんか。

電磁弁の栓棒を反時計回りに当たりまで回す。
参照：施説4『こんなときは』の表   3

水側のストレーナのゴミ
づまりはありませんか。  

ストレーナの掃除をする。
参照：取説１『ストレーナの掃除』 

※取説→取扱説明書、施説→施工説明書

リモコンと受信アンテナ
の間に鍋や組み込み型食
器洗浄機など金属製の障
害物がありませんか。   

障害物を取除く。
障害物を取除けない場合はリモコン
または受信アンテナを移動する。    

金属面にリモコンや受信
アンテナを取付けていま
せんか。  

金属面以外の場所に取付ける。  

電波やインバーターを
用いた他の機器が近くに
ありませんか。  

該当する機器を遠ざける。  

センサー検知窓に水滴、
汚れ、泡、洗剤が付いて
いませんか。

柔らかい布でふきとる。
参照：取説１『汚れの拭き取り』

リモコンの電池の向きは
正しいですか。  

電池を正しい向きで入れ直す。
参照：取説1『リモコンの電池交換」  

回復するまで待つ。断水中ではありませんか。

コード類は確実に接続
されていますか。 

コード類を確実に接続する。
参照：取説１『ご使用前の確認』 

リモコンの登録
（ペアリング）は終
わっていますか。 

リモコンを登録（ペアリング）する。
参照：取説１『リモコンのペアリング』 

リモコンと受信アンテナ
の距離が1m以上ではあ
りませんか。

リモコンと受信アンテナの
距離を1m以内にする。

止水後
ブザーが鳴る

リモコンまたは電池
ケース（単１）の電池が
切れていませんか。  

リモコンの電池を交換する。
参照：取説１『リモコンの電池交換』 
電池ケース（単１）の電池を交換する。
参照：取説２『電池ケース（単１）の
　　　　　　　電池交換』 

低温しか
でない 湯側の止水栓は十分に開

いていますか。 止水栓で流量を調節する。 

止水時
水撃音が鳴る

湯側・水側の止水栓は
調節されていますか。  

止水栓で流量を調節する。 
※それでも直らない場合は、水撃低減
   器をお買い求めください。
   SANEI品番：T1670-13
                      (水撃低減器)

湯側のストレーナのゴミ
づまりはありませんか。  

ストレーナの掃除をする。
参照：取説１『ストレーナの掃除』 

給湯機から十分な湯が
きていますか。 給湯機の給湯温度・作動を確認する。  

湯側・水側の止水栓は
調節されていますか。  止水栓で流量を調節する。 温度調節

がうまく
できない 

ストレーナのゴミづまり
はありませんか。  

ストレーナの掃除をする。
参照：取説１『ストレーナの掃除』 

【ACアダプター仕様の場合】
停電中ではありませんか。  

電磁弁を強制的に開放する。
参照：施説4『こんなときは』の表 
(コントローラーの電池が切れている場合)
電池を交換する。
参照：取説2『コントローラーの電池
 　　  　　　　交換（バックアップ用)』
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水が
止まらない
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2223

リモコンまたは電池
ケース（単１）の電池が
切れていませんか。  

リモコンの電池を交換する。
参照：取説１『リモコンの電池交換』 
電池ケース（単１）の電池を交換する。
参照：取説２『電池ケース（単１）の
　　　　　　　電池交換』 

水栓のハンドル(レバー)
位置は適切ですか。

水栓のハンドル(レバー)で温度を
調節する。

水栓のハンドル(レバー)
位置は適切ですか。

水栓のハンドル(レバー)で温度を
調節する。

水栓のハンドル(レバー)
位置は適切ですか。

水栓のハンドル(レバー)で温度を
調節する。

水栓のハンドル(レバー)
位置は適切ですか。

水栓のハンドル(レバー)で流量を
調節する。

吐止水時に
弁鳴り

(チャタリング)
する

電磁弁にエアーが入って
いませんか。  

電磁弁を強制開放してエアーを抜く。
参照：施説4『こんなときは』の表 2

本製品の構造を表したイラストです。
構造をご理解いただくのにご使用ください。
※部品として注文いただける単位のものではありません。

〒537ｰ0023  大阪市東成区玉津1丁目12番29号
  お問い合わせ先　　    0120-06-9721
  受付時間 9 ： 00～17 : 00(土日祝除く)
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本製品について 各部の名称

※ 各部の名称については、施工説明書「各部の名称」を参照ください。

●ご使用の前にこの説明書を必ずお読みのうえ、正しくご使用ください。
●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも読める所に必ず保管してください。
●保証書にお買上げ（お取付け）年月日、販売店（工事店）名の記入のない場合は
　お買上げ（お取付け）の販売店（工事店）に申し出ていただくか、レシート又は
　領収書を貼付してください。

警 告

禁止

本製品は、日本国内のキッチン・洗面用です。
それ以外の条件下では使用しないでください。

禁止

この商品を構成する部品以外の取付けや、部品の
取りはずしなどの改造はしないでください。
故障や感電の原因になります。 
また、商品の性能を損ない、やけど・けがをし
たり、水漏れにより家財などをぬらす財産損害
発生のおそれがあります。

禁止

高精度な制御や微弱な信号を取扱う電子機器や
医療機器の近くで使用しないでください。
自動制御機器やペースメーカー、その他医療機器に影響を与え、事故の
原因となるおそれがあります。ご使用の際は、医療機器等と約15cm
以上離してご利用いただくか、当該の医療機器メーカーもしくは販売
業者に電波による影響についてご確認ください。
なお、このリモコンは微弱電波無線機器に該当し、出力は
315MHz帯、500μV/m以下です。 

浴室や屋外など湿気やほこりの多い場所には
設置しないでください。
故障や感電の原因になります。 禁止

絶対に分解したり、修理・改造は行わない
でください。 
火災や感電の原因になります。禁止

禁止

リモコンを調理機器などで加熱しないでください。
また、加熱直後の調理器具など、熱のある部分に
接触させたり、熱源の近くに置いたりしないで
ください。
やけどや故障の原因になります。

湯側電磁弁とその周辺に、直接肌を触れな
いでください。 
給湯側のため高温になっており、やけどをするおそ
れがあります。

禁止

湯水を使う前に、必ず手で適温であることを
確かめてください。
高温の湯が出て、やけどをするおそれがあります。 必ず実行 確認

必ず実行

湯をお使いの後は、しばらく水を流してから
止水してください。
次に使用する際、水栓内に残っている高温の湯が
出て、やけどをするおそれがあります。

必ず実行

収納物などを収納する際は、コード類に
引っ掛からないように注意してください。
コードが断線し、感電・故障の原因となります。

水

湯

必ず実行

ストレーナの掃除をする際は、いきなり接続金具を
ゆるめずに、止水栓を閉めてから行ってください。
また、湯側電磁弁が熱くないことを確認してくだ
さい。 
高温の湯が出て、やけどをしたり、水漏れにより家財
などをぬらす財産損害発生のおそれがあります。 ②接続金具①止水栓

警 告

必ず実行

下記のものは、子供が飲み込まないように
注意してください。
●電池　 ●磁　石    ●アンテナカバー
●ねじ    ●フック    ●コードクランプ
●粘着シート・粘着シート補助フィルム
万一、飲み込んだときは、ただちに医師と相談してください。

禁止

製品に強い力や衝撃を与えないでください。
【してはいけない例】
　●固いものをぶつける　
　●重いものを載せる
   ●過度な体重をかける・もたれる
故障や漏水の原因になります。

屋外や凍結が予想される場所では
使用しないでください。
部品が破損し、水漏れして家財などをぬらす
財産損害発生のおそれがあります。
凍結のおそれがある場合は、保温材を巻く
など、周囲の温度が氷点下にならないように
してください。凍結による破損は、保証期間
内でも有料修理となります。

禁止

窓を閉めるなど

水

湯

禁止

コード類やACアダプター（別売）が破損する
ようなことをしないでください。
【してはいけない例】
　●傷つける　●加工する　●無理に曲げる
　●ねじる　　●引っ張る　●重いものを載せる
　●挟み込む　●加熱する　
傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因に
なります。  

電磁弁 ・ コントローラー ・ コード類・ACアダプター
に水や洗剤、汚水をかけないでください。
火災や感電の原因になります。 禁止

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターをコンセントに差し込むときは、
根元まで十分差し込んでください。
火災や感電の原因になります。必ず実行 根元まで

禁止

【ACアダプター仕様の場合】
ガタついているコンセントは使用しないでください。
火災や感電の原因になります。 

禁止

【ACアダプター仕様の場合】
コンセントや配線器具の定格を超える使い方は
避けてください。
火災の原因になります。

【ACアダプター仕様の場合】
雷が発生しているときは、ACアダプターに
触らないでください。
感電の原因になります。禁止

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターを濡れた手でさわらないでください。
感電の原因になります。禁止

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターについたホコリは、
取除いてください。
ACアダプターの端子にホコリがたまると、
湿気などで絶縁不良となり、火災の原因になります。
ACアダプターを抜き、乾いた布で拭いてください。

必ず実行 乾いた布
ホコリを取除く

ホコリなど

【ACアダプター仕様の場合】
ACアダプターを抜くときは、必ずACアダ
プター本体を持って抜いてください。
火災や感電の原因になります。

必ず実行

禁止

給湯温度は60℃より高温で使用しないでください。
高温の湯が出るとやけどをするおそれがあります。また、
60℃より高温でご使用になると器具の寿命が短くなります。
なお、誤操作などによるやけど防止のため、42～60℃
給湯をおすすめします。

60℃

警 告

注 意

必ず実行

新・旧および異なる種類の電池を混ぜて使
用しないでください。
電池の破裂、液漏れにより、けがや周囲を汚損する
原因になります。禁止

必ず実行

ご使用後は、水栓のハンドル（レバー）
を閉めてください。
不意にリモコンが反応し、家財などを濡らす財産
損害発生のおそれがあります。

止水
止水

必ず実行

リモコンをはずしたり、移動したりする
際は、水栓のハンドル（レバー）を閉め
てください。
不意にリモコンが押され、家財などを濡らす財産
損害発生のおそれがあります。

止水

止水

【センサー式リモコンの場合】
●リモコン検知窓の上を覆わないでください。
　誤作動の原因となります。
●リモコン検知窓付近に障害物を置かないで
　ください。
　誤作動の原因となります。特に、金属製のもの(コップ、
　スプーン、皿、ボウルなど)を置いた場合は、感知距離
　範囲外であっても誤作動を引き起こすおそれがあります
　ので、ご注意ください。

金属製

禁止

【センサー式リモコンの場合】
リモコンの検知窓の汚れは拭き取ってください。
汚れたまま使用すると、誤作動の原因となり、
家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。
検知窓を掃除する際はレバーを閉めてください。

必ず実行

ご使用について リモコンの設置

必ず実行

定期的に、配管周りの水漏れや、
ガタツキがないか確認してください。
劣化・摩耗などで部品が破損し、やけど・
けがをしたり、水漏れして家財などを濡らす
財産損害発生のおそれがあります。

確認

水

湯

ぐらっ

水漏れ

●コード類は、確実に接続されていますか？
   コネクター、受信アンテナのコードが
   確実に接続されていることを確認して
   ください。  

●湯側・水側止水栓は開いていま
　すか？

コネクター
コード

受信アンテナ
コード

●キャビネット内の引き出しや収納
　物などが、コード類や各部品を
　圧迫していませんか？ 

湯側電磁弁やその周辺には、コード類が
触れないように注意してください。
給湯側のため高温になっており、劣化の原因に
なります。

注 

意

水側ラベル 
(緑白コード)

水
湯 湯側止水栓 

水側止水栓 

水

湯

ご使用について ご使用前の確認

●水側・湯側は正しく接続されて
　いますか？ 

電磁弁・キャビネット内の確認

コード類の確認

湯側ラベル 
(赤白コード)

【ACアダプター仕様の場合】
●ACアダプターは、確実に接続されていますか？
①ACアダプターのコードが確実に接続
　されていることを確認してください。  

根元まで

ACアダプター

②コンセントにACアダプターが根元
　まで確実に差し込まれていることを
　確認してください。 ACアダプター

電源コード

施工説明書3 7  『リモコンの設置』参照

長期間使用しないときは、止水栓または配管部
の元栓を閉め、下記のことを行ってください。
【乾電池仕様の場合】
●電池ケースの電池を取りはずす
参照：取扱説明書2『電池ケース（単１）の電池交換』
 【ACアダプター仕様の場合】
●ACアダプターを抜く
●コントローラーの電池を取りはずす
参照：取扱説明書２『コントローラーの電池交換
　　（バックアップ用）』

誤作動や故障などによる予想しない事故や、電池の
液漏れによるけがや周囲を汚損する原因になります。

EK800-5X型
代表品番 リモコン 電源

プッシュ式リモコン ACアダプター仕様

乾電池仕様
乾電池仕様
ACアダプター仕様センサー式リモコン

プッシュ式リモコン
センサー式リモコン

EK801-5X型
EK802-5X型
EK803-5X型

下表を参考に読み進めてください。

ご使用について ご使用に関する安全上のご注意

用語および記号の説明

「接触禁止」「禁止」 「分解禁止」「指示を守る」　

注意 「取扱いを誤った場合に、軽傷または物損のおそれがあります。      」 ‥‥‥‥

警告 「取扱いを誤った場合に、死亡または重症を負うおそれがあります。     」 ‥‥‥‥

禁止

【ACアダプター仕様の場合】
電源コードの加工（切断   ・   継ぎ足し）を行わないで
ください。
火災や感電の原因になります。

禁止

【ACアダプター仕様の場合】
指定された電源(AC100V)以外で使用しない
でください。 
火災の原因になります。 AC100V以外

ワイヤレススイッチセット

※上記の品番は、代表品番です。品番を確認する場合は、取扱説明書2 『保証とアフター
　サービス』を参照してください。

EK800-5X型・EK801-5X型・EK802-5X型・EK803-5X型

BDC

取扱説明書1
□　施工説明書１
□　施工説明書2
□　施工説明書3
□　施工説明書4

●ここに示した注意事項は、重大な結果（傷害・物損）に結び付くおそれがあります。
　安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

■　取扱説明書１
□　取扱説明書2

リモコンに直接水をかけないでください。
誤作動や故障の原因になります。水が浸入して漏水し、
家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。必ず実行



水栓のハンドル（レバー）を開けてください。  

水栓のハンドル（レバー）
を閉めてください。  

ご使用前に

ご使用中は

※ ハンドル(レバー)で、あらかじめ流量と
　 温度を調節しておいてください。

吐   水
　水が出ます。 止   水

　水が止まります。 

ご使用について ご使用方法

ご使用後は

長期間使用しないときは、止水栓または配管部
の元栓を閉め、下記のことを行ってください。
【乾電池仕様の場合】
●電池ケースの電池を取りはずす
参照：取扱説明書2『電池ケース（単一）の電池交換』
 【ACアダプター仕様の場合】
●ACアダプターを抜く
●コントローラーの電池を取りはずす
参照：取扱説明書２『コントローラーの電池交換
　　（バックアップ用）』

LED

手をかざす

※ リモコンに強い力や衝撃を与えないでください。故障の原因になります。   
※ 吐水後に操作をしなかった場合、およそ5分後に自動で止水します。
　【センサー式リモコンの場合】
※ LEDが点灯している間は再び手をかざしても次の動作の受付けを行いません。
　【プッシュ式リモコンの場合】
※ リモコンのスイッチを長時間押したままで使用すると、リモコンの電池が早く
　 消耗する原因となります。

コントローラーの手動スイッチを
押した状態で、増設（もしくは削除）
するリモコンを操作します。  
コントローラーより、
（増設の場合）「ピッ」
（削除の場合）「ピーッ」
という音が鳴れば完了です。

※ リモコンにはIDコードが登録されて
    います。IDコードをコントローラー
    に登録しないと、リモコンを使用す
    ることができません。
※ リモコンは、最大４台まで設置可能
    です。  

押しながら

長押し
（10秒間）

かざす

水栓のハンドル（レバー）を
閉めてください。  

１

2

コントローラーの手動スイッチ
を長押し（10秒間）します。
コントローラーより、「ピーッ」
という音が鳴れば完了です。

※ IDコードの全削除後、再度リモコンを
　 使用する場合は、上記「増設・削除」
　 の手順を行い、IDコードを再登録して
　 ください。

１

2

手動スイッチ

ご使用について リモコンのペアリング
リモコンを増設すると、対面キッチンの両側など、複数の場所から水を出し止めする
ことができます。
別売のリモコン（品番：MEK801-5F1）をお求めいただいた場合は、リモコンの
IDコードをコントローラーに登録してください。
また、登録したIDコードを削除すると、そのリモコンの使用を中止することができます。    

作業の前に

増設・削除

登録したIDコードの全削除

増設するリモコンもしくは
削除するリモコン

製品についた汚れを放置しておくと、汚れが落ちにくくなることがあります。
快適にお使いいただくために、日頃のお手入れをおすすめします。
●柔らかい布で水拭きして、よくしぼった布で汚れを拭き取ってください。
●汚れが目立つときは、中性洗剤を柔らかい布にふくませて拭き取った後水拭きして、
よくしぼった布で汚れを拭き取ってください。

注 意

●中性洗剤以外は使用しないでください。
　中性洗剤以外を使用すると、変色や破損の
　おそれがあります。

禁止

●製品をお手入れする際は、次のもの
　は絶対に使用しないでください。
【使用してはいけないもの】
　●酸性・アルカリ性および塩素系の洗剤類
   　※特に酸性洗剤はメッキを侵します。
　●ベンジン・シンナー・ラッカー・アルコ
　　ールなどの溶剤や油類
　●クレンザーなどの粒子の粗い洗剤
　●ナイロンたわし・メラミンフォームなど
製品の割れや変色変質の原因となります。

金たわし

み
が
き
粉
　

ベ
ン
ジ
ン
　

シ
ン
ナ
ー
　

ア
セ
ト
ン
　

カ
ビ
ト
リ
剤
　

酸性
系

アルカ
リ性系

塩素
系

洗剤

使用してはいけな
いものの例

日頃のお手入れ 汚れの拭き取り

水滴や泡・洗剤・薬品が本体に付着
した場合は、すぐにきれいに拭き
取ってください。
製品の割れや変色変質の原因となります。必ず実行

すぐ拭く

リモコンを水洗いしたり、水没させたり
しないでください。
リモコン内部に水が入り、故障の原因になり
ます。ただし、ぬれた手で操作する程度は問
題ありません。  

禁止

【センサー式リモコンの場合】
リモコンの検知窓の汚れは拭き取ってください。
汚れたまま使用すると、誤作動の原因となり、
家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。
検知窓を掃除する際はレバーを閉めてください。

必ず実行

接続金具 

ゆるめる
場合

※ 作業終了後、必ず水漏れのないことを確認してください。 

湯側・水側の止水栓
を閉めます。  

ハンドル（レバー）
を閉じます。

ハブラシなど

水受（別売） 

締める
場合

向きに注意

ストレーナ

※ シングルレバー混合栓の場合は、ハンドル（レバー）
　 を湯・水の中央位置で開閉してください。

通水状態

水
湯

水

湯

日頃のお手入れ ストレーナの掃除
ストレーナの汚れを放置しておくと、十分な機能を発揮できないことがあります。
快適・衛生的にお使いいただくために、日頃のお手入れをおすすめします。
（近所で水道工事があったり、長期間使用し湯水の出が悪くなった場合にも、汚れの
点検・お手入れをおすすめします。）

電磁弁下部の接続金具をゆるめ
ます。  

１

4

ストレーナに詰まったごみや汚れ
を、ハブラシなどで取除きます。   

6

8

ストレーナを取付け、袋ナット
を締めます。

7

止水栓を調節しながら開けます。

電磁弁を上にずらし、ストレーナ
を取出します。

5

水栓のハンドル（レバー）
を開け、湯・水ともに通
水状態にします。
こうすることで、水栓内
部の圧力を抜きます。

2 3

※ 作業の際は、止水栓の下に水受（別売）
　 を設置してください。
※ ストレーナは、湯側・水側の2箇所あり
　 ます。
※ 湯側のストレーナをはずす際は、高温
　 の湯が出る場合がありますのでご注意
　 ください。    

※ ストレーナの向きに注意してください。

●リモコンの電池が切れかかると、
　止水後にコントローラーからブザー
　が３回鳴り、LEDランプ（橙）が
　点滅します。

この場合、早めに電池を交換してください。

　　ピーッ
　ピーッ
ピーッ

LEDランプ (橙)

点滅

止水後

リモコンの電池は、アルカリ乾電池（単3×2本）使用しています。
吐水・止水の回数（吐水・止水で1回）が1日100回程度の使用で、約2年使用でき
ます。使い方（使用頻度）や周囲の温度によっては、2年より短くなったり、長く
なったりします。電池を1年以上使用している場合は早めに交換してください。

ゆっくり傾けながら
回すようにはがす

ハンドル（レバー）を閉じます。  1

リモコンを両手で持ち、ゆっくり
傾けながら、回すようにはがします。 
強く付いていることがありますが、
ゆっくり回すとはずれます。  

2

※ ねじ・電池フタを無くさないように
  注意してください。  

ねじ

電池フタ

リモコン裏面のねじ (2本)をゆるめ、
電池フタをはずします。

3

新しい電池を
＋－を確認して交換する

引き上げる

ねじ

しっかりと
押さえ込む

古い電池を取出し、新しい電池に交換
します。

4

※ リモコン内に水が入らないように注意
    してください。  
※ ねじは必ず2本すべて取付けてください。
    水がリモコン内に入るおそれがあります。
※ 電池フタをはめる際は、浮きが無いよう
    にしっかりと押さえ込んでください。

防水のため、電池フタをよく押し込ん
でから取付ねじ(2本)で取付けます。  

5

※ 使い切った乾電池は、早めに取出し
　 てください。
※ 必ず、アルカリ乾電池をご使用ください。
※ 充電式の乾電池は使用しないでください。
※ 電池は極性表示に注意して、＋ーの
　 方向を正しく入れてください。
※ 新・旧および異なる種類の電池を混ぜ
　 て使用しないでください。
※ 使用済みの電池は、セロハンテープで
　 絶縁し、不燃物のごみとして処理して
　 ください。
 　 (処理方法については、ご住まいの
　 市町村の指示 に従ってください。)

古い電池を取出し、新しい電池
(CR2032)に交換します。
古い電池を細いピンや針などで上に
引き上げてはずしてください。
新しい電池は、4箇所のツバ部にしっ
かりとはめ込んでください。

4

※ リモコン内に水が入らないように
    注意してください。  
※ ねじは必ず2本すべて取付けて
　 ください。水がリモコン内に
    入るおそれがあります。
※ 電池フタをはめる際は、浮きが無い
    ようにしっかりと押さえ込んでくだ
    さい。

防水のため、電池フタをよく押し込ん
でから取付ねじ(2本)で取付けます。  

5

※ 粘着シートの貼付け面や、粘着
    シート補助フィルムの表面が汚れ
    ている場合は、きれいに拭き取って
    ください。
※ 粘着シートは、適切な大きさに
    切ってください。
※ 取付け位置を変更する場合や、
    粘着シート補助フィルムが劣化
    している場合は、予備の粘着シート
    補助フィルムを貼付けてください。

新しい粘着シートを貼付けてく
ださい。

2リモコン裏面の粘着シートを、
手でゆっくりとはがしてくだ
さい。

1

※ 電池は極性表示に注意して、
　＋ーの方向を正しく入れてくだ
　さい。
※ CR2032以外は使用しないで
　 ください。
※ 電池は極性表示に注意して、＋ー
　 の方向を正しく入れてください。
※ 使用済みの電池は、セロハンテープ
    などで絶縁し、不燃物のごみとして
    処理してください。  
　 (処理方法については、お住まいの
　  市町村の指示に従ってください。)

新しい電池
(CR2032) 

4箇所のツバ部に
しっかりとはめ込む

引き上げる

ねじ

しっかりと
押さえ込む

細いピンや針など

古い電池

この辺りに差し込む

ツバ部

裏面

粘着シート

日頃のお手入れ 粘着シートの交換
リモコン裏面の粘着シートの強度が低下した場合は、市販の粘着シートをお買い求め
いただき、交換してください。

●リモコンの電池が切れかかると、
　止水後にコントローラーからブザー
　が３回鳴り、LEDランプ（橙）が
　点滅します。

この場合、早めに電池を交換してくだ
さい。

　　ピーッ
　ピーッ
ピーッ

LEDランプ (橙)

点滅

止水後

リモコンの電池は、リチウム乾電池（CR2032）を使用しています。
吐水・止水の回数（吐水・止水で1回）が1日100回程度の使用で、約2年使用でき
ます。使い方（使用頻度）や周囲の温度によっては、2年より短くなったり、長く
なったりします。電池を2年以上使用している場合は、早めに交換してください。

ハンドル（レバー）を閉じます。  1

リモコンを両手で持ち、ゆっくり
傾けながら、回すようにはがします。 
強く付いていることがありますが、
ゆっくり回すとはずれます。

2

同梱の電池は動作確認用のため、
作動期間を保証するものでは
ありません。
お早めに新しい電池と交換のうえ、
ご使用ください。

注 意

ゆっくり傾けながら
回すようにはがす

リモコン裏面のねじ (2本)をゆるめ、
電池フタをはずします。

※ ねじ・電池フタを無くさないように
  注意してください。  

3
ねじ

電池フタ

押す

LED点灯
→反応している。
LED点灯しない
→反応していない。

押す

(EK800-5X型・EK802-5X型)

(EK801-5X型・EK803-5X型)定期的な点検 リモコンの電池交換

参照：施工説明書2 7  リモコンの設置

■プッシュ式リモコン仕様

■センサー式リモコン仕様



EK801-5X型 EK803-5X型

□　取扱説明書１
■　取扱説明書2

●電池ケース（単1）の電池が切れかか
　ると、止水後にコントローラーから
　ブザーが３回鳴り、LEDランプ（赤）
　が点滅します。
　この場合、早めに電池を交換して
　ください。

電池ケース（単１）の電池は、別売のアルカリ乾電池（単1×4本）を使用します。

　　ピーッ
　ピーッ
ピーッ

止水後

ハンドル（レバー）を閉じます。  1

電池ケース（単１）のふたを開けます。2

LEDランプ (赤)

点滅

※ 使い切った乾電池は、早めに取出してください。
※ 必ず、アルカリ乾電池をご使用ください。
※ 充電式の乾電池は使用しないでください。
※ ツマミねじは、はずれやすいので無くさないように注意してください。
※ 電池は極性表示に注意して、＋ーの方向を正しく入れてください。
※ 新・旧および異なる種類の電池を混ぜて使用しないでください。
※ 使用済みの電池は、セロハンテープで絶縁し、不燃物のごみとして処理して
    ください。  
　 (処理方法については、ご住まいの市町村の指示 に従ってください。)

※ 電池ケース（単1）内に水が入らないよう
　 に注意してください。

古い電池を取出し、新しい電池に交換します。3

電池ケース（単１）を閉めます。4

 新しい電池 古い電池

●コントローラーの電池が切れかか
　ると、止水後にコントローラーから
　ブザーが３回鳴り、LEDランプ（赤）
　が点滅します。
　この場合、早めに電池を交換して
　ください。

ご使用の際は、ACアダプターで
ご使用ください。
バックアップ電池のみでのご使用
はお控えください。

注 意
　　ピーッ
　ピーッ
ピーッ

止水後

電池
ケース

ツマミ
ねじ

ハンドル（レバー）を閉じます。  1

コントローラー下部のツマミ
ねじをゆるめます。

2

LEDランプ (赤)

点滅

 新しい電池

※ 使い切った乾電池は、早めに取出してください。
※ 必ず、アルカリ乾電池をご使用ください。
※ 充電式の乾電池は使用しないでください。
※ ツマミねじは、はずれやすいので無くさないように注意してください。
※ 電池は極性表示に注意して、＋ーの方向を正しく入れてください。
※ 新・旧および異なる種類の電池を混ぜて使用しないでください。
※ 使用済みの電池は、セロハンテープで絶縁し、不燃物のごみとして処理して
    ください。  
　 (処理方法については、ご住まいの市町村の指示 に従ってください。)

※ コントローラー内に水が入らないよう
　 に注意してください。

電池ケース

ツマミ
ねじ

電池
ケース

ツマミねじ

電池ケースを抜き出します。

古い電池を取出し、新しい電池に
交換します。

3

4

電池ケースをコントローラーの奥
までしっかりと差し込み、ツマミ
ねじで固定します。

5
水

湯

水漏れ

ホコリなど

ぐらっ

定期的な点検 配管周りの水漏れ・器具のガタツキ・ホコリの除去

●定期的に、配管周りの水漏れや器具のガタツキがないか確認してくだ
　さい。（年2回を目安）
　劣化・摩耗などで部品が破損し、やけど・けがをしたり、水漏れして家財などを
　濡らす財産損害発生のおそれがあります。
　漏水を確認した場合は、止水栓または配管中の元栓を閉めてください。
   修理の依頼をされる場合は、「保証とアフターサービス」を参照してください。

　

確認

【ACアダプター仕様の場合】
●定期的に、ACアダプターについたホコ
   リを取除いてください。（月1回を目安）
　ACアダプターの端子にホコリなどがたま
   ると、湿気などで絶縁不良となり、火災の
   原因になります。ACアダプターを抜き、
   乾いた布でホコリを取除いてください。

乾いた布

ホコリを
取除く

水

湯

凍結予防について 寒冷地用の水抜方法

寒冷地用において凍結のおそれがある場合は、下記の方法で水抜きをし
てください。※取付ける水栓によって構造が異なります。詳細は水栓本
体の取扱説明書を参照してください。
元栓を閉め、配管の水抜栓を開けます。

警告

●水抜部は高温の湯が出てやけどをする
　おそれがあります。ご注意ください。

水抜操作用
ハンドル

3　水抜操作用ハンドル

Open 方向
水抜穴

奥まで回す。

レバー

シャワーヘッド

6  シャワーヘッド

よく振る

1

2

レバーを中央位置（湯側・水側の中間）
で上げます。

水抜プラグをゆるめます。

再使用時は、水抜手順と逆の手順で
各部を戻してください。

3

3

4

5

水抜操作用ハンドルを回す。

レバーを上げ、右側いっぱいに回します。

レバーを上げたまま、左側いっぱいに回します。

シャワーヘッドをよく振ります。

3

再使用時は、水抜手順と逆の手順で
各部を戻してください。

7

4

5

6

レバー

栓棒

中央位置で上げる

湯 水

水抜プラグ

水栓に水抜プラグがついている場合

水抜操作用ハンドルがシャワーホース接続部に
設置されている場合

時計回り

電磁弁

BDC保証書付

コントローラーの電池は、別売のアルカリ乾電池（単3×4本）を使用
します。停電時や、ブレーカーが落ちるなどして主電源が切れると、
バックアップとしてコントローラーの電池が電源として働き、電池を消耗します。

(EK802-5X型・EK803-5X型)

仕　様

医療機器との分離距離の目安
（JIS T 0601-1-2:2012　推奨分離距離の計算式による）

本製品の医療機器との推奨分離
距離の目安は、0.3cmとなって
おります。
より安全にご使用いただくため、
約15cm以上離してのご使用を
お願いいたします。

23cm

115cm

0.3cm

WiFi 機器
(10mW) 本製品

(0.005mW)

推
奨
分
離
距
離
の
目
安

携帯電話
(250mW)

電磁弁の栓棒を時計回りに当たりまで回転
させます。

2

4

4

6

3

【センサー式リモコン仕様の場合】
●定期的に、リモコンについたホコリを
　取り除いてください。（月1回を目安）
　検知窓にホコリなどがたまると、誤作動の
　原因となり、家財などを濡らす財産損害発
　生のおそれがあります。

ホコリを
取除く

乾いた布

定期的な点検 電池ケース（単1）の電池交換

定期的な点検 コントローラーの電池交換（バックアップ用）

(EK800-5X型・EK801-5X型)

※イラストは乾電池仕様

消費電力

給水圧力
※ただし、組み合わせる水栓の最低必要水圧+0.03MPa(流動時)以上の水圧が必要です。  最低必要水圧(流動時)：0.05MPa

最高使用水圧(静止時)：0.75MPa

使用可能水質 水道水及び飲用可能な井戸水

待機時：0.5W 動作時：5W 

0℃～40℃(凍結不可)使用環境温度

電磁弁＋コネクター：1.1m（0.1m + 1.0m）　　受信アンテナ：1.5mコード長さ 

60℃最高給湯温度

G1／2給水部接続 

一般住宅台所・洗面用 用  途 

約90～100mm
最大感知距離

吐水してから5分後に自動的に止水自動止水機能

センサー部

DC 3V：(別売)アルカリ乾電池
             単3形×2本
             電池寿命約2年
             (参考値,100回／日使用時)

センサー式リモコン
DC 3V：(別売)アルカリ乾電池
             単3形×2本
             電池寿命約2年
             (参考値,100回／日使用時)

センサー式リモコン
DC 3V：リチウム電池
              CR2032×1個
              電池寿命約2年
              (参考値,100回／日使用時) 

プッシュ式リモコン
DC 3V：リチウム電池
              CR2032×1個
              電池寿命約2年
              (参考値,100回／日使用時) 

プッシュ式リモコン

コントローラー
・

電池ケース 

リモコン

電源

EK800-5X型 EK801-5X型 EK802-5X型 EK803-5X型

   DC 6V：(別売)アルカリ乾電池 単1形×4本
   電池寿命約12ヶ月(参考値,100回／日使用時)

コントローラー・電池ケース（単1） 
AC100V：50／60Hz
DC 6V：(別売)アルカリ乾電池 単3形×4本
電池寿命約2ヶ月(参考値,100回／日使用時)

コントローラー 

■ＡＣアダプター仕様

■乾電池仕様

参照：取扱説明書２　『保証とアフターサービス』

取扱説明書2
□　施工説明書１
□　施工説明書2
□　施工説明書3
□　施工説明書4

センサー式リモコン



品番を確認するには、コントローラー
の正面左下に貼付のシールをご確認く
ださい。

（例）
EK80○○○○
1234567890 G

製造番号

品番

１  電池ケース（単１）の取り外しと電池ケース（単３）への付替

電池
ケース（単１）

ツマミ
ねじ

①コントローラー下部のツマミ
　ねじをゆるめてください。

電池ケース（単３）

ツマミねじ

ダミーケース

②ダミーケースを抜き出し、電池ケース
   （単３）に電池を入れて、コントローラー
   の奥までしっかりと差し込みます。

③ツマミねじで固定します。

※ コントローラー内に水が入らないよう
　 に注意してください。

ツマミ
ねじ

④ダミーケース（付属）と合わせて電池
　ケース（単１）を取り外します。

電池ケース（単1）

ダミーケース

ACアダプター（別売）について 取り付けについて

●ACアダプターは、キャビネット
　の内壁にぶつからない位置に取付
　けてください。

取り付け前に、『施工説明書1,2,3,4』も併せてご確認ください。
ACアダプターの仕様
　品番：MEY500-10S
　電源：AC100V　50/60Hz
　コード長さ：1.8ｍ

電池ケース（単３）の仕様
　電源：ＤＣ６Ｖ
　  　　別売アルカリ乾電池
　　　  単 3形×4本
　電池寿命　約2ケ月（参考値）
　（100回 /日使用時）

電池
ケース（単１）

ご使用の際は、ACアダプターで
ご使用ください。
バックアップ電池のみでのご使用
はお控えください。

注 意

電池 (単 3)×4

　ACアダプターのコードを、コントローラー
　下面の差込口に確実に差し込みます。  

コントローラー下面 

電池ケース（単３)
6V 1A

SW CONNECTOR

ACアダプター
電源コード
差込口

正
面

２  ACアダプターの接続

施工説明書4 　　　　をご確認のうえ、試運転・点検してください。

ACアダプター
電源コード

ACアダプター

根元まで

３  電源コードの固定

注 意

●コード類を固定する際は、できるだ
　けキャビネットの内壁に添わせ、扉
　や引き出しなどに挟まらないように
　注意してください。
　コード類が浮いていると、扉や引き出し
　の開閉時にコードが挟まり、コードの断
　線や故障の原因となります。
　 ●コードクランプ を貼付けるときは、貼
　付面の汚れをきれいに拭き取ってくだ
　さい。
   汚れたまま貼付けると、取付面の強度
　が落ち、落下の原因になります。

●電源コードを伝ってコンセントに
　水がかからないよう、コンセント
　付近で必ず床に触れるようにしく
　ださい。

●コネクター端子は結露
　した水で濡れないよう
　に、電磁弁よりも高い
　位置になるようにコードを固定して
　ください。

● コード類は通水部や
　高温部（湯側電磁弁）
　に触れないように
　固定してください。

4  試運転・点検について

コードクランプを使って電源コードを固定してください。

ACアダプターをコンセントに根元まで
確実に差し込んでください。

※ご使用については、取扱説明書の該当箇所をご確認ください。

水

湯

はくり紙

（キャビネットの内壁)

コード
クランプ

電源コードを伝わってコンセントに水
がかからないようにコンセント付近で
床に接触

電源コード

水栓金具保証書

品　　番 品番は製品本体に貼っているシールをご確認ください。

保証期間

お買上げ日
（お取付け日）

本書は、本書記載内容で無料修理させていただく事をお約束するものです。
保証期間中に故障が発生した場合は、お買上げの販売店（工事店）にご依頼いただき、
出張修理に際して本書をご提示ください。
お買上げ（お取付け）年月日、お客様名、販売店（工事店）名など記入もれがありますと
無効となります。必ずご確認いただき、記入のない場合はお買上げ（お取付け）の販売
店（工事店）に申し出ていただくか、レシート又は領収書を貼付してください。
本書は再発行いたしません。大切に保管してください。

対象部品

本　体

期間　（お買上げ日/お取付け日から）

2ヵ年

年　　　　         月                     日

お客様

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　                   様

ご住所

電話　　　             （　　　　       ）

電話　　　             （　　　       　）

販売店

工事店

店名　                          住所

＜無料修理規定＞ 
ご依頼の前に再度、取扱説明書をお読みいただきご確認ください。

1．　「取扱説明書」、「ラベル」などの注意書に従った正常な使用、維持管理状態で、保証期間中
    に故障した場合、無料修理いたします。
2． ご転居、ご贈答品などで本保証書に記入の販売店　（工事店）　に修理を依頼できない場合は
    当社にご相談ください。
3． 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。
（1）使用、維持管理上の誤り及び不当な修理、改造による故障及び損傷
（2）温泉水、中水、飲用不可な井戸水による故障及び損傷
（3）お買上げ　（お取付け）　後の取付場所の移動及びそれに伴う落下などによる故障及び損傷
（4）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害など、その他の事故及び損傷の原因が
     製品以外にある場合
（5）電気製品における異常電圧、指定外の使用電源　（電圧 ・ 周波数）　及び外部ノイズなどに
     起因する不具合
（6）消耗部品の劣化に伴う故障及び損傷
（7）施工説明書などに基づかない施工、専門業者以外による移動 ・ 分解 ・ 改造などに起因す
     る不具合
（8）建築躯体の変形　（強度不足 ・ ゆがみ）　など製品以外の不具合に起因する製品の不具合
     及び表面仕上げ、色あせなどの経年変化又は使用に伴う摩耗などにより生じる外観上の
     不具合
（9）海岸付近、温泉地などの地域における腐食性の空気環境に起因する不具合
（10）ねずみ、昆虫などの動物の行為に起因する不具合
（11）砂やごみ、給水 ・ 給湯配管の錆など異物流入及び水あかの固着に起因する不具合
（12）寒冷地仕様の製品で水抜きをされなかった場合や、寒冷地仕様でない製品の場合の
       凍結による故障及び損傷
（13）本書の提示がない場合
（14）本書にお買上げ　（お取付け）　年月日、お客様名、販売店　（工事店）　名の記載がない場合、
       あるいは字句の書き換えられた場合
4． 本書は日本国内においてのみ有効です。
★ この保証書は本書に明示した期間 ・ 条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
　 従って、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、
    保証期間経過後の修理などにつきましてはお買上げの販売店　（工事店）　、または当社に
    お問い合わせください。
★ 補修用部品の保有期間についてご不明の場合は下記へお問い合わせください。

ホームページ www.sanei.ltd

〒 537ｰ0023  大阪市東成区玉津1丁目12番29号

お問い合わせ先　   　  0120-06-9721
受付時間  9 ： 00～17 : 00 (土日祝除く)

●コードクランプは、何度も取りはず
　さないでください。
　取付面の強度が落ち、落下の原因に
　なります。
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〔保証について〕
●この製品は保証書の内容にしたがって保証されています。
   お買上げ（お取付け）年月日、販売店（工事店）名が記入してあること
　を確認してください。
●保証期間中は保証書の規定にしたがって、修理をさせていただきます。
　保証期間内でも有料になることがありますので保証書の内容をご確認く
　ださい。保証期間は保証書を確認してください。
●保証期間を過ぎていても修理すれば使用できる製品については、ご希望
　により有料で修理させていただきます。

●まずは、お求めの販売店（工事店）へご相談ください。
　ご不明な場合は当社までお問い合わせください。

〔部品のご購入や修理の依頼、ご相談は〕

〔水栓の定期的な点検 ・ 部品交換について〕
水栓の性能を維持するために定期的な点検 ・ 部品交換が必要です。
摩耗劣化部品は、5年を交換の目安としておりますが、逆止弁については、
より安全を考え、早め（3～5年）の点検 ・ 交換をおすすめします。
(交換時期は、使用環境などにより異なります。)

保証とアフターサービス

〔修理の依頼と部品交換の依頼について〕
●修理依頼と部品交換依頼先 ： お求めの販売店（工事店）又は当社
●連絡していただきたい内容 ： 
   ■住所、氏名、電話番号
　■品番、品名
　■お買上げ（お取付け）年月日     
　■故障内容、異常の状況(水漏
      れ箇所の説明など)、部品交
      換の依頼
　■訪問希望日

●当社の修理および部品交換料金は「技術料」＋「部品代」＋「出張料」
　で構成されています。
  「技術料」
　  診断 ・ 故障箇所の修理および部品交換 ・ 調整 ・ 修理完了時の点検など
　  の作業にかかる費用。
  「部品代」
　  修理および部品交換に使用した部品代。
  　（無料修理で交換した古い部品 ・ 製品は当社の所有になります。）
  「出張料」
　  製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用。

〔補修用部品の供給期間〕
この製品の補修用部品（機能維持のために必要な部品であり、使用期間中
に取替える可能性が高いもの）の供給期間は製造中止後10年です。

消耗部品とは、使われてなくなっていく部品のことです。
　消耗部品の例 ： アルカリ乾電池・リチウム電池など
摩耗劣化部品とは、日頃使用する度に摺動する、または摩耗及び劣化
しやすい部品のことです。
　摩耗劣化部品の例 ： 電磁弁 ・ 電装部品など

方法については、「日頃のお手入れ」 ・ 「定期的な点検」を参照してください。

部品が摩耗劣化すると操作性低下、機能障害、劣化物流出や水漏れなどの
原因になりますので、交換が必要です。
部品の詳細については「本製品の構造」を参照してください。

定期点検 ・ 部品交換

買替え
ご検討

1 2 3

消 耗 部 品 の 交 換

使用年数
4 5 6 7 8 9 10 11 12

お  客  様  に  よ  る  日  常  の  お  手  入  れ ・ 点 検

摩   耗   劣   化   部   品   の   交   換

(EK802-5X型・EK803-5X型)■乾電池仕様

※仕様により、ACアダプターの
　デザインが異なる場合があります。

　参照：取扱説明書2
『コントローラーの電池交換 (バックアップ用)』

770813
見本


